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静止衛星電波到来角変化によるTEC観測法の開発
Development of TEC observation method using small differences of arrival angles of
geostationary-satellites
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我々は電離圏擾乱を観測するため、静止衛星 ETS-VIIIおよびMTSAT-2衛星測位信号から送信偏波楕円軸方向を求め、
ファラデー回転法による TEC観測を実施している [1]。一方、静止衛星測位信号波が電波伝搬路の電離圏屈折により生
じるわずかな到来角変化を観測することで TEC値に換算できる [2]。
しかしこれまで多くの先行研究 [3] で静止衛星電波到来角変化による TEC観測は行われているものの、いずれの研究

においても TECの絶対値は求められておらず、変動成分のみで議論されてきた。本研究ではこの方法の数値的妥当性を
調べるため、ファラデー回転法および 50 ˜ 80 m間隔で設置した 3基のパラボラアンテナによる干渉計を構成し、到来角
変化測定システムを開発した [4]。
前回までは本システムによる TEC値がファラデー回転法の 2倍以上となっていた。再度導出方法を見直したところ、

アンテナ間位相差導出方法に問題があった。従来の位相差導出は RS-FFにより決定していたが、位相差追従精度が良く
なかった。そこで観測結果に FFTスペクトル解析を行い、ピーク値から位相差導出を行う方法を新たに開発した。また 3
基のパラボラアンテナ間距離は静止衛星までの距離に比べて十分短いので、従来は同一の軌道計算結果を用いていたが、
アンテナ毎に再計算して精度向上を図った。周期成分を除去したことにより、TEC絶対値についても従来のファラデー
回転法に近づいた。
加えて準天頂衛星との TEC変動や、IRI モデル計算との TEC値比較を行った。また 2012年 6月 4日に強いスポラ

ディック Eが発生した際に、我々の観測結果と GEONETの TEC観測で同一のスポラディック Eを捉えた。これらにつ
いても報告する。
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